
パシフィック・パートナーシップ２０１９
結 果 概 要

国際政策課



パシフィック・パートナーシップ（ＰＰ）へのわが国の参加

ＰＰとは、米海軍太平洋艦隊が計画・実施している取組であり、アジア太平洋地域を艦艇等が訪問し、各国政府、軍、NGO等

の協力を得て、医療活動、文化交流等を行い、参加国の連携強化や国際災害救援活動の円滑化等を図る活動

（１） 米豪英を始めとする参加国及び訪問国との協力強化
（※ 米豪英等と協力・連携して地域の安定化を図る活動であり、２国間協力又は３か国間等
の観点からも重要。）

（２） 災害救援等における民間団体との協力の強化及び自衛隊の医療等の技量の向上

地域の平和と安定に
積極的・主体的に貢献

（１） 医療活動 （３）文化交流

訪問国
・マーシャル諸島（マジュロ、クワジェリン）

３月 ９日～３月２８日
・東ティモール（ディリ） ４月２９日～５月 ３日
・ベトナム（フーイエン） ５月６日～５月１７日

参加者等
＜防衛省・自衛隊＞
・自衛隊医療要員約１５名
・音楽隊要員２名
・調整要員約１０名
・セミナ－要員２名

＜民間団体＞
・特定非営利団体 ３団体（３名）
※マーシャル諸島及びベトナムでの
医療活動、セミナー、文化交流に参
加

概 要

意 義

活動内容

ＰＰ１９への参加

（２）セミナーを通じた交流

１
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マーシャル諸島（マジュロ、クワジェリン）
・医療活動
・音楽隊要員による演奏活動を含む
文化交流等

ベトナム（フーイエン）
・医療活動
・文化交流等

２

パシフィック・パートナーシップ２０１９（ＰＰ１９）へのわが国の参加

＜参加国＞
・ マーシャル諸島

（マジュロ、クワジェリン）
（３月９日～３月２８日）
・ 東ティモール（ディリ）
（４月２９日～５月３日）
・ ベトナム（フーイエン）
（５月６日～５月１７日）

＜防衛省・自衛隊＞
・ 自衛隊医療要員；医官、歯科医

官、歯科技工士、看護師、防衛

医大医師等 （約１５名）

・ 音楽隊要員（２名）

・ セミナ－要員；外務省、内局
（２名）

＜民間団体＞

・ 特定非営利法人３団体（３名）

凡例
：自衛隊の活動国

○活動国・期間

○ 参加者等

医療活動、セミナーを通じた

交流、音楽隊要員による演奏活

動を含む文化交流 等

○ 活動内容

東ティモール（ディリ）
・ＷＰＳセミナ－



医療活動実績（患者数）

診療活動等
マーシャル諸島

（マジュロ、クワジェリン）
ベトナム

（フーイエン）

活動内容
●歯科診療：１４３名

●総合診療：２３４名 ●総合診療：２７９名

現地医療機関での教
育等

マーシャル諸島
（マジュロ、クワジェリン）

ベトナム
（フーイエン）

活動内容
●ＳＭＥＥ：７６名

●公衆衛生教育：２６７名

●ＳＭＥＥ：８７３名

３

＊ ＳＭＥＥ： Subject Matter Expert Exchange（専門家間意見交換）



離島での診療 歯科治療

歯科指導 日米合同慰霊祭 戦没者慰霊祭で独唱する隊員

マーシャル諸島（マジュロ、クワジェリン）での活動

【３月９日～３月２８日】

現地ラジオ局での録音 音楽隊による演奏
４

音楽隊による演奏

離島での診療



外科手術 衛生指導 眼科治療

救急医療ＳＭＥＥ 外科ＳＭＥＥ 危険予知ＳＭＥＥ

産婦人科ＳＭＥＥ ＡＥＤ寄贈式 文化交流
（書道）

ベトナム（フーイエン）での活動 【５月６日～５月１７日】

７ＳＭＥＥ： Subject Matter Expert Exchange（専門家間意見交換）



ＷＰＳセミナーでの講演
（自衛隊の災害派遣活動及び
ジェンダー視点）

ＷＰＳセミナー参加者

東ティモール（ディリ）での活動【４月２９日～５月３日】

８

＊ＷＰＳ：女性・平和・安全保障

ＷＰＳセミナーにおけるグルー
プ討議



年 活動国 活動内容 防衛省・自衛隊の参加実績 米軍の訪問先

2007 ベトナム
フィリピン

・医療活動 海自医官、歯科医官 （各１名） ベトナム、フィリピン、パプアニューギニア、ソロモン諸島、マーシャ
ル諸島

2008 フィリピン ・医療活動 海自医官、歯科医官 （各１名） フィリピン、ベトナム、東ティモール、パプアニューギニア、ミクロネ
シア

2009 サモア ・医療活動 海自医官、歯科医官 （各１名） サモア、トンガ、ソロモン諸島、キリバス、マーシャル諸島

2010 ベトナム
カンボジア

・医療活動
・文化交流

・海自輸送艦「くにさき」 （乗員等約１６０名）
・自衛隊医療チーム （医官、歯科医官、薬剤官、看護官、衛生員等約５０名）
・ＮＧＯ（４団体 計２２名） ＊ ４団体・・・ＨｕＭＡ、オペラシオン・ユニ、
Ｃｉｖｉｃ Ｆｏｒｃｅ、ピース・ウィンズ・ジャパン

ベトナム、カンボジア、インドネシア、東ティモール

2011 東ティモール
ミクロネシア

・医療活動 ・自衛隊医官等（医官、歯科医官等数名）
＊ 当初計画・・・ 自衛隊医療チーム（４０名）、海上自衛隊艦艇、航空自衛隊

輸送機派遣予定であったが、東日本大震災のため、規模を縮小

東ティモール、ミクロネシア、パプ
アニューギニア、バヌアツ、トンガ

2012 フィリピン
ベトナム

・医療活動
・文化交流

・海自輸送艦「おおすみ」 （乗員等約１４０名）
・空自輸送機C-１及びC-１３０H
・自衛隊医療チーム（医官、歯科医官、薬剤官、看護官、衛生員等約５０名）
・ＮＧＯ（２団体及び個人 計１９名） ＊２団体

フィリピン、ベトナム、インドネシア、カンボジア

2013 トンガ
パプアニューギニア

・医療活動
・文化交流

・海自護衛艦「やまぎり」 （乗員等約１８０名）
・空自輸送機KC-７６７及びC-１３０H
・自衛隊医療要員（医官、歯科医官、薬剤官、看護官、衛生員等約４０名）
・NGO（２団体 計１０名） ＊２団体

トンガ、パプアニューギニア、サモア、ソロモン諸島、マーシャル諸
島、キリバス

2014 ベトナム
カンボジア
フィリピン

・医療活動
・施設補修
・文化交流

・海自輸送艦「くにさき」（乗組員等約１５０名）
・空自輸送機C-１
・自衛隊医療要員（医官、歯科医官、薬剤官、看護官、衛生員等約４０名）
・陸自施設要員（約１０名）
・NGO（１団体 計１２名） ＊１団体

ベトナム、カンボジア、フィリピン、インドネシア、東ティモール

2015 フィジー
パプアニューギニア
フィリピン

・医療活動
・施設補修
・文化交流

・海自補給艦「ましゅう」（乗組員等約１５０名）
・自衛隊医療要員（医官、歯科医官、薬剤官、看護官等約３０名）
・陸自施設要員（約３０名）
・NGO（２団体 計１０名） ＊２団体

フィジー、パプアニューギニア、フィリピン、キリバス、ソロモン諸島、
ミクロネシア、ベトナム

これまでの防衛省・自衛隊のＰＰへの参加実績

９



年 活動国 活動内容 防衛省・自衛隊の参加実績 米軍の訪問先

2016 東ティモール
インドネシア
ベトナム、
パラオ

・医療活動
・施設補修
・セミナーを通じ

た交流
・文化交流

・海自補給艦「しもきた」（乗組員等約１５０名）
・自衛隊医療要員（医官、歯科医官、薬剤官、看護官等約３０名）
・陸自施設要員（約３０名）
・NGO（４団体 計１９名） ＊４団体

東ティモール、フィリピン、ベトナム、マレーシア、インドネシア、パラ
オ

2017 スリランカ
マレ－シア
ベトナム

・医療活動
・施設補修
・セミナーを通じ
た交流
・文化交流

・海自護衛艦「いずも」「さざなみ」 （乗員等約７００名）
・自衛隊医療要員（医官、歯科医官、衛生員、防衛医大医師等 （約１５名））

・陸自施設要員 （約３０名）

・セミナー要員（内局、防衛研究所、陸自（３名））

・NGO（３団体 計１１名）

スリランカ、マレ－シア、ベトナム

2018 ミクロネシア
インドネシア
パラオ
スリランカ
ベトナム

・医療活動
・セミナーを通じ
た交流
・文化交流

・海自輸送艦「おおすみ」 （乗員等約１９０名）

・自衛隊医療要員（医官、歯科医官、衛生員、防衛医大医師等 （約４０名））

・セミナー要員（内局、陸自（２名））

・NGO（３団体 計１１名）

ミクロネシア、インドネシア、パラオ、スリランカ、ベトナム、マレーシ
ア、タイ

これまでの防衛省・自衛隊のＰＰへの参加実績

９


